
今回の特集では、コロナ禍を通じて、感じてきたこと・気づいたことを
ふまえつつ、子ども・保護者・指導員が共に行う「学童保育の生活づくり」
について、大切にしたいことをあらためてたしかめあいます。
＊「生活づくり」＝子ども・保護者と指導員が共に行う、「子ども一人ひとりと、
　子どもたちの生活内容を豊かにするための継続的な営み」のこと。

子どもを学童保育に通わせる保護者と、子どもたちといっしょに毎日過ごしている指導員が子どもを学童保育に通わせる保護者と、子どもたちといっしょに毎日過ごしている指導員が

書き手となり、働きながらの子育てを応援し、学童保育の充実の願いをこめてつくられている書き手となり、働きながらの子育てを応援し、学童保育の充実の願いをこめてつくられている

月刊誌です。みんなで読んで、語って、楽しみながら、よりよい学童保育をつくっていきましょう。月刊誌です。みんなで読んで、語って、楽しみながら、よりよい学童保育をつくっていきましょう。
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さあ！
ほいく誌購読の
輪を広げよう！
仲間を増やそう！
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子どもも、保護者
も、指導員も、読
み応えのある記
事が満載です！

日本の学童ほいく３月号
特集  学童保育の生活づくり

　2008年７月号の 36 部から、
2023年７月号は182部へ、購読
数が拡大してる。2019年、中津
市連協設立。日田市の指導員が
執筆した 2021年４月号を県の
研究集会で見本誌として配布！

　ほいく誌の普及拡大ニュース
「みてみんね」を発行！　新旧モニ
ター会議の開催。県の研究集会で
も、ほいく誌のアピールタイムを
企画中です！

九州・沖縄の取り組みを紹介します！　

　ほいく誌の読み合わせ会を、
月に２回実施！　おやつレシピや、
あそびなど、学童保育で活用できる、
記事を紹介。唐津市では保護者を
含めた全員購読が実現しました！

　ニュース「ひらいてみちゃりい」
は2019年５月号から継続して発
行。県連協役員と北九州市の保護
者が原稿執筆。皆さんに購読して
もらうための工夫をしています！

    

            

 

２月号担当：ヨッシー

２２月月号号ひひららいいてて
みみちちゃゃりりぃぃ 

2月号の特集は！
第 58 回全国学童保育研究集会――これからまた、一歩ずつーー全国の保護者と支援員、運営者、専門家約 4000 人が、

会場とオンラインをつなぎ、学童保育と子どもを真ん中

に学び語り合いました。

記念講演／京都教育大学、丸山哲史氏が「どの子も受

け止める学童保育を目指して」と題しお話ししてくださ

いました。…＜豊かな子ども時代をすべてのこどもたち

に＞と願う先生の思いが今の日本の社会情勢や気候変動

に絡め、今、関わる大人が子どもたちの為にするべきこ

とを真剣に伝えてくれます！！
考えさせられます！！是非！読んでください

P50 講座(第 5 回目)須藤敏昭先生「子どもの遊びの戦後史と現在」を 3 期に分けあそびの時

代の変化を説明してあり、子ども期に必要なあそびの質は何なのかをとても解りやすく説明し

てくださっています。関わる大人が目の前の子どもたちの将来の為に考える時です。

おおすすすすめめののペペーージジはは 
P26 特別報告

＜人と人とのつながりが、大きな支えになることを実感して 東京都保護者OB田島さん＞

 うまく人とコミュニケーションをとることが苦手な息子が起こすトラブルに疲れ切り人との関わりから逃げてし

まいたくなっていた私を支えてくれた学童の保護者仲間と指導員の先生方！！人と人とのつながりが大きな支

えになることを実感した田島さんだからこそ、伝えられる強い言葉に感動します。 是非読んでほしいです。

P32 第 1分科会④報告＜共に、学童保育の生活を守るうえで大切にしたいことをたしかめあって＞

  世話人として関わった福岡県宗像市吉武で放課後児童支援員として働く平支援員が現地会場に赴き全体会会

場の雰囲気、分科会担当し「オンラインでは感じられない空気感を感じ、直接、顔を合わせての交流の良さ」など、

感動報告を含め、分科会で交流し合った内容を報告してくれています。 こちらも是非読んでください。
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わたしのおすすめページ     ※表紙紙：：表表紙紙ににははテテーーママががああるるんんでですすよよ！！考考ええててみみてて！！ ※連続エエッッセセーー““松松﨑﨑運運之之助助””「「そそらら歩歩ききっってて知知っっててまますすかか？？ 

※P６３ 出会い集い父母会
【＂子どもの時間＂を生きる】 北九州市 広徳学童保育クラブ保護者 原田一弘さん

 父父自自身身がが小小学学生生だだっったた頃頃利利用用ししてていいたた広広徳徳学学童童にに我我がが子子がが利利用用すするるよよううににななりり・・・・・・当当時時、、保保護護

者者ののかかかかわわりりやや協協力力のの度度合合いいががかかななりり大大ききかかっったたとと実実感感しし、、記記憶憶ししてていいるる。。今今度度はは自自分分がが保保護護者者のの

立立場場ににななりり、、保保護護者者はは当当時時子子どどももだだっったたこころろのの仲仲間間やや知知人人がが多多くく、、直直ぐぐにに「「一一緒緒にに役役員員ををややろろうう」」

とと誘誘わわれれ活活動動をを共共ににししててききたた。。広広徳徳学学童童のの保保護護者者会会のの活活動動のの紹紹介介かからら、、保保護護者者会会をを通通じじてて得得らられれるる

大大切切ななももののはは「「人人ととののつつななががりりのの大大切切ささ」」をを教教ええててくくれれるる場場・・・・・・ 
 隣隣町町のの保保護護者者のの声声はは大大ききなな支支ええととななりりまますす。。 是是非非、、読読んんででみみててくくだだささいい。。そそししてて、、我我がが子子がが利利

用用すするる学学童童ににもも関関心心ををももっってていいたただだくくここととをを願願いいまますす。。 
 

     

P37 ここどどももららんんどどククイイズズ  今月はちょっとむずかしいよ～P38 どどううししててどどううししてて？？ 宝石に色がついているのはなぜ？ 
P40 子子どどももののひひろろばば 子どもたちの絵や作文がいっぱいP44 学学童童ぶぶいいぶぶいい 4 コマまんがは、毎回おもしろいよ～～！！

     

※連

わたしのおすすめページ     

ままだだままだだ、、たたくくささんんのの見見どどこころろ満満載載  
「「日日本本のの学学童童ほほいいくく」」誌誌 

ひらいてみちゃりぃ～～♬

投稿したら、みんなの絵や
作文が載るよ！！チャレン
ジしてみて   

保護者のおもい(#^.^#)

親子で楽しんでほしいなぁ(*^-^*)

ひらいてみちゃりぃ～～♬

「日本の学童ほいく」誌は、日本中の選抜された保護者、指導
員、学童保育所研究者の方々との編集会議をもとに、学童保育に特
化して構成して作られた唯一の月刊誌です。福岡県連協は、この月刊誌を是非たくさんの保護者、支援員、学
童保育関係者の方々に飛んでいただきたいと思い、見どころ【ひら
いてみちゃりぃ】を配信することにしました。毎月担当を変えて、それぞれの視点から見どころを紹介してい
きますので、是非購読申し込みをお待ちしております。

申し込み先：福岡県学童連絡協議会T E L：０９３−６６２−６０００  F A X：０９３−６６２−６００６

P60［子育て日記］岩手県のママですP67［読者のひろば］

佐賀県連協の
取り組み！

熊本県連協の
取り組み！

福岡県連協の
取り組み！

長崎県連協の
取り組み！

　ほいく誌への関心・普及拡大の
取り組みとして、子どものイラス
ト投稿を呼びかけています。放課
後児童支援員認定資格研修でもほ
いく誌の紹介しています！

　連絡協議会の加盟数を増やし、
学童保育運動を支えるほいく誌の
全世帯購読を推進！　“特別な何
か ”ではなく、指導員や保護者の
日常会話に、あたりまえのように
『日本の学童ほいく』がある！

大分県連協の
取り組み！

　ニュース「読んでみやんせ」を
発行！　さつま町学童クラブ連絡協
議会（2023年9月発足）が、2024年
の２月に開催した指導員研修会で、
普及拡大のために見本誌を配布！鹿児島県連協の

取り組み！
沖縄県連協の
取り組み！

福岡県連協
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普及拡大
ニュース2024 年３月８日

全国学童保育連絡協議会

子どもを学童保育に通わせる保護者と、子どもたちといっしょに毎日過ごしている指導員が書き手
となり、働きながらの子育てを応援し、学童保育の充実の願いをこめてつくられている月刊誌です。

みんなで読もうみんなで読もう目標目標33万万40004000部部

私
と「
ほ
・
い
・
く
・
誌
」

　2017年４月、現在の学童保育で指導員として働きはじめたときにはじめて『日本の学童ほいく』
を知りました。４月、いきなり常勤指導員となり、右も左もわからずひとまず部屋に置かれてい
たほいく誌から、必要な記録や出欠確認のこと、子どもとの遊びなどなどピンポイントで調べ
まくったことを覚えています。
　最初は毎日無事に子どもたちをどう見守るかが目標でしたが、「いや待てよ、外出や季節の
行事などまだまだできることはある！」と、ほいく誌に刺激されて、今では映画外出、川遊び、
上学年宿泊、夏祭り……など、子どもと話しあい、保護者や地域の方 の々協力もあり、行事
が増えてきています。指導員４年目には娘が、7年目は息子が、学童保育に入所し、現在は
指導員でもあり、母でもあるという状況です。
　当初は、指導員として助けてもらったほいく誌でしたが、今は「働く母」として、ときにねぎらっ
てもらっている気がして癒されています。働くためとはいえ「なんだかごめんね」と感じながら
気が付けばもう10年……。「遅くなった～ごめんねぇ」と保護者が迎えに来たときには、子ども
が「あ～楽しかった。（さみしくなかったよ）」と帰ってほしいし、その姿を見て親も「ごめんね」
の気持ちが続かなければいいなぁ、と思っています。いいのかどうかわかりませんが毎日指導
員と親の気持ちが行ったり来たり、大いに心揺れながら、子どもたちと毎日過ごしています。
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京都府長岡京市●指導員から
2023年10月号からはじまった須藤敏昭先生の講座「子どもの遊び」を毎月楽しみにして

います。子どもがなにをおもしろがって遊んでいるのかという視点から、遊びについて考え
る……。なんておもしろい！　とワクワクした思いで読み進めています。
　「しなければならないこと」「役に立つこと」に多くの子どもたちが追われていると感じるこ
の頃、いやいや一番大事なのは、「おもしろいこと」やろ！（それは子どもだけでなく大人も！）
と思っている私をはげましてくれる、そんな連載です。
　私は学校内にある学童保育で働いています。安全ではあるけれど、遊び場としてのおもし
ろみに欠けるのが残念だなと感じています。だだっ広い運動場だけでなく、隠れられる場所
があったり、豊かな自然があったり、そんなところで放課後の時間を過ごせたら、どんなに
おもしろいかと想像を膨らませながら、いまある場所でできる「おもしろいこと」を子どもた
ちと一緒に探しています。
　2023年 11月に開催された全国学童保育研究集会では、「子どもの放課後・地域生活を
考える」の分科会に参加しました。遊びを学校の敷地内で完結させていてはいけませんね。
地域に出たらおもしろいことはいっぱいあると、教えてもらいました。

『日本の学童ほいく』2024年３月号「読者のひろば」より
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